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研究成果の概要（和文）：　バウッダコーシャ（仏教用語の宝庫）の略称をもつ本プロジェクトは、XML
（Extensible Markup Language「拡張可能なマーク付け言語」を用いて関連資料を整理し、主要な仏教術語の定
義的用例とその訳文を示しつつ、それら両者を根拠に当該用語に対する基準訳語を日本語と英語で提供すること
を目的とする。3年間に遂行されたこれらの研究成果は、Web媒体（http://www.l.u-tokyo.ac.jp/~
b_kosha/start_index.html）および紙媒体（和文2冊、英文1冊）で公開した。

研究成果の概要（英文）：　The objective of this research project is to take up for consideration the
 important scriptures and treatises that were originally composed in India, extract the definitions 
(or rules about their usage) of terms used in those works, and, based on them, establish standard 
translations in both Japanese and English. The research was executed by the effective use of XML 
(Extensible Markup Language).
  The three years' term of this research from April 2018 to March 2022 has seen its outcome opened 
to public is three books as well as Website (http://www.l.u-tokyo.ac.jp/~b_kosha/start_index.html). 
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　本プロジェクトは、仏教思想の適確な理解を促進するために、多くの仏教用語について、実際の用例に即して
今後の基準となるような現代語訳を日本語と英語で提供することを目ざした。このような作業は従来、研究者個
人に頼ることが多かったが、本プロジェクトは、問題意識を共有する多くの関連研究者が加わり、テキストを厳
密に解釈したうえで、いかなる明快な現代語訳を提示するかを相互に議論しながら着実に遂行した。主要な成果
を日本語と英語で提供した点、ならびに紙媒体とともにWeb媒体によって、関心をいだく多くの人々にアクセス
可能な形で公開したことにより、学術的な貢献はもとより、社会的な意義もきわめて大きいと考えられる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１． 研究開始当初の背景 

 

仏教の経典や論書にはきわめて多くの専門用語が登場する。その中の多くは、サンスク

リット語やパーリ語をふくむ中期インドアリアン語を基礎としながら他の諸言語への訳語、

とくに漢訳語として定着した術語（「四聖諦」「五蘊（陰）」「無我」「縁起」等々）として、

東アジアの仏教世界において広く受容され、今日にいたっている。また、これらの専門用

語には、インド由来の概念を基礎としながらも、中国仏教の展開過程において成立した術

語（「理事無礙」「十界互具」「草木成仏」等々）も少なくない。 

 いずれも、ゴータマ・ブッダはもとより、経律両典の伝承者や諸論師の研ぎ澄まされた

知性や感性が反映したものといえるが、加えてまた、諸経論の翻訳者、さらにはまた思想

史的な背景や学派の伝統をふまえながら、それぞれの思想を表明するに相応しい術語を創

造した諸論師の苦労も見のがせない。伝統的な術語の中には、「縁起」「無我（非我）」「中

道」など、簡にして要を得た絶妙な訳語も多く、これらはすでに日本語として定着して久

しい。  

しかしながら、二千四百年を超える歴史を刻んできた仏教にとって、これら多くの術語

の意味をそれぞれの文脈において再検証し、その上で、学界の衆知を結集して、これらの

術語を現代語として蘇生させるという試みはきわめて重要な意味をもつ作業と考えられる。

その目的は、インドにおいて成立した主要な経論を取りあげ、そこに採用される術語の定

義的ないし主要な用例を抽出し、比較検討を加えるとともに、それらの用例を基礎に当該

術語の基準的な訳語を提示し、Web上での公開ならびに関連パネル等での意見交換をへて、

基盤的ながらも信頼度の高い成果を公にすることにある。 

現代日本語への翻訳に際しては、哲学・倫理学、中国哲学、宗教学等の隣接分野におけ

る専門用語の翻訳事情を勘案するとともに、日本語・日本文学等の関連分野における仏教

用語の定着度を考慮することも欠かせない。とともにまた、その評価はさておき、現代に

おける文化レヴェルでのグローバル化（越境、全球化）現象を直視するとき、国や民族の

相違を超えて共通語としての機能を増大しつつある英語への翻訳もまた視野に入れ、国際

的な学術交流のもと、積極的に対応する必要があると考えている。 

インド学仏教学の分野は、従来から研究者間の国際交流は盛んであり、国際サンスクリ

ット学会、国際仏教学会、国際チベット学会等の定期的な国際学会のほか、多くのワーク

ショップも随時開催され、専門研究の深化と情報交換の機会提供という両面において多く

の実績をあげている。これと並行してまた、各種の大蔵経を含むテキストデータベースや

研究論文のデータベース化作業もかなり進展している。これに対して、内外の研究者にと

って、緊急度がきわめて高いにもかかわらず、これまで手つかずに残されてきたのが主要

な仏教用語に関する定義的あるいは主要な用例集の作成と、それを基礎にした、学界に

おいて一つの基準となる翻訳語の策定作業であった。本研究は、当該分野における国

際的な学術交流の実績と、整備されつつあるテキストおよび文献データベースを活用

しながら、この研究上の空白を埋めることを主眼としている。 
 
２． 研究の目的 
   

  本研究は、およそ 400の重要な仏教術語について、定義的あるいは主要な用例を根拠と

して提示しながら、現代語（日本語・英語）への基準的な訳語集を策定することを目的と

する。本研究はとくに、英語による成果の刊行と、そのWeb上での公開に重点を置く。国



際的な研究協力をも得ながら、正確で信頼度の高い基準訳語集を日本語と英語とで提供す

ることは、当該分野における研究をさらに深化・発展させるとともに、教育上の画期的な

ツールにもなると考えられる。 

 

３． 研究の方法 
  
 サンスクリット語、チベット語訳、漢訳他、諸種の近代語資料を処理するため、柔軟な構造

と汎用性にすぐれたコンピュータ言語として知られる XML（Extensible Marup Language「拡

張可能なマーク付け言語」）を用いて、およそ 400 の重要な仏教術語について、定義的あ

るいは主要な用例を根拠として提示しながら、現代語（日本語・英語）への基準的な訳語

集を策定する。 
 
４． 研究成果 
 

 本プロジェクトを遂行した 2019-2021 年度の 3年間に、およそ 400 の仏教用語を対象と

して、Web（http://www.l.u-tokyo.ac.jp/~b_kosha/start_index.html）上での研究成果の

公開ならびに 3 冊の紙媒体（書籍、和文 1冊、英文 2冊）による成果刊行を実現した。 
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